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活動報告・情報交換 など

・3/15の勉強会 3/15(火)の勉強会は､EAPの会社の相談室長である脊尾大雅先生に来て頂けます。
『EAP業務とEAPカウンセラーの仕事 ～EAPはメンタルだけではない時代です～』
と題し、EAPカウンセラーについていろいろお話し頂けます。貴重な機会なので
ぜひご参加を！ (石井さんのメール[nck:580]もご参照ください)

・P&A REBT練習会 前回会報で報告した『P&A REBT練習会』の第２回を行います(3/5(土)13:30～)｡
｢傾聴中心の実習とは違った感じで新鮮｣と前回も好評でした。ぜひご参加を！

・3/19 傾聴講座 3/19(土)の傾聴講座に向けて準備中です。3/5(REBTの後）にうちあわせします。

・4月2回目の勉強会 ４月後半の勉強会(4/26)の内容は現在未定。やりたいテーマがあればご提案を！

・その他､情報交換や近況など

今後の予定

※ 毎月第１木曜･第３火曜日はNCKの勉強会です！ (4月以降は第2木曜･第4火曜日が基本になります)

———————————————————————————————————————————————————————————

３月３日 (木) 19:00～21:00 テーマ：カウンセリング実習
(19:30までに入ればポイントがつきます) 場所：人形町区民館 ４号室

———————————————————————————————————————————————————————————

３月５日 (土) 13:30～16:30 P&A REBT研究部会主催：第２回P&A REBT練習会 (誰でも参加ＯＫ！)
(19:30までに入ればポイントがつきます) 場所：人形町区民館 ６号室

———————————————————————————————————————————————————————————

３月15日 (火) 19:00～21:00 テーマ： 特別勉強会： EAP業務とEAPカウンセラーの仕事
～EAPはメンタルだけではない時代です～

(19:30までに入ればポイントがつきます) 場所：人形町区民館 ２号室
———————————————————————————————————————————————————————————

４月14日 (木) 19:00～21:00 テーマ：カウンセリング実習
(19:30までに入ればポイントがつきます) 場所：未定

———————————————————————————————————————————————————————————
場所詳細: 人形町区民館 http://mappage.jp/S/S04.php?L=12&X=2.4397608735314&Y=0.62275808064978

NCKへのお問い合わせは→ http://www.nihonbashi-counseling.org/%E3%81%8A%E5%95%8F%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B/

次回以降の予定です｡ぜひご参加を !!

⽇本橋カウンセリング研究会 会報 Vol.118
www.nihonbashi-counseling.org

出席メンバーの勉強や活動を含む､近況報告をしてもらいました
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※ この内容は会員の個人的な活動を含むため
HP掲載版では割愛させて頂きます。



2/16 勉強会 (NCK⽩熱教室 TA編(輪読))

今回は輪読形式の勉強会『ＮＣＫ白熱教室(ＴＡ編)』の
５回目を行いました。使っているのはこちら↓の本です。
——————————————————————————
『 新しい自己への出発 -マネージメントのためのTA- 』
——————————————————————————

今回は『4-3) ストロークの種類』(p.63)から始めました｡

ストロークとは『ある他の人の存在を認めるための行動や
働きかけ』とTAで定義づけられているものです(p.59)。

そのストロークには肉体的ストローク(タッチ･ストローク)
と心理的ストロークがあり、それぞれ肯定的ストロークと
否定的ストロークがにわけることができます。

また、ストロークてはない｢ディスカウント｣もあります。
ディスカウント(値引き)は『現実、他社、自分自身の状況
の、ある様相を無視したり軽視したりするような心の中の
からくりや、その具体的なあらわれとしての行動』と定義
されています(p.83)。

この本のp.64には肉体的･心理的×肯定的･否定的のストローク(合計４種類)と、
肉体的･心理的ディスカウントの例が載っています。ただ、否定的ストローク
とディスカウントの違いがちょっとわかりにくく､議論したのが右の記録です。
厳密な区別は難しいかもしれませんが、｢(受け手にとって)何もないよりまし｣
なものがストロークだと考えるとよさそうです。

次は『4-4) よりよい対人関係を築くには』(p.66)です。「自分のストローク
の与え方や受け方の傾向をつかむ」「肯定的なストロークを与える」「相手
の存在を無視したり軽視しない」「条件付きの肯定的ストロークを避ける」
「より深いストロークの交換をする」について書かれています。

ここで自分のストロークの
与え方や受け方について、
何か知る方法がないか？と
いう疑問が出ました。

それに相当するものとして
｢ストローキング･プロフィ
ール｣が｢TA TODAY｣という
本に載ってました(p.100)。

ストロークについて
—————————————
・与える ・受けとる
・求める ・与えるのを拒む
—————————————
の４項目で棒グラフにして
傾向をつかむものです。
(自己採点です)

簡単なので､また今度勉強会
でやってみましょうか？

次に『肯定的なストローク
の貯蓄』(p.70)と『ゆきづ
まった対人関係の打開策』
(p.72)を行いました。

そこで出た疑問や議論した
記録を右に載せておきます。

｢ストロークの貯蓄｣などは
なんとなくわかったつもり
でいましたが、あらためて
考えてみると深いですね。

次回は第５章（p.79)から
です。ぜひご参加ください!

勉強会の紹介です

編集後記

『人は何のために生きるか ー それは、ストロークを得るためである』とTA創始者の
エリック･バーンが言っていたと今回の輪読で出てきました。そこまで言い切るか！
とちょっと驚きましたが･･･思い当たるところもあるかも (皆さんはどうですか？)｡
この本は以前に読んだのですが、あらためて輪読するといろいろと発見があります。
さて３月ですが、特別勉強会はEAPの裏話を聞けるので必聴ですね！ぜひご参加を！【水口】

会報作成担当のコメント･つぶやき… などなど
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